
47

Chapter 4 若手職員の一日

山中 佑美

岐阜県 清流の国推進部
市町村課

Yumi Yamanaka

平成 29年 4月 総務省入省
   　同　自治行政局住民制度課
  8月 現職

早川 絵里子
総務省 行政評価局 企画課

Eriko Hayakawa

平成 29年 4月 総務省採用
   現職

～良質な行政を身近でお届けするために～
　４月に働き始めたばかりの私が、社会人５ヵ月目で赴任したのは岐阜県庁市町村課です。
市町村課は、行政・財政・税政などの係に分かれ、県内に42ある市町村をあらゆる面からバッ
クアップしています。行政担当の私は、業務の一つとして県の事務を市町村に移譲しています。
最も住民に身近な市町村に県の事務を任せ、県はそのサポートをすることで、地域で暮らす
方々に、身近な場所から良質な行政を届けることができます。
　社会人５ヵ月目でいきなり地方に行くことを不安に思う方もいるかもしれません。ですが、一
人で飛び込んだからこそ、素敵な出会いと大きな成長を実感できます。縁のない土地で暮ら
し、その地域を大切に思うことができる経験が１年目でできるなんてめったにありません。新米
の私も、今では自分の業務に自信を持って取り組めるようになり、更にこのまちの暮らしを支
えたいと意気込んでいます！

　皆さんは行政評価局調査という言葉を聞いたことがあるでしょうか。行政評価局では毎年
いくつかのテーマについて各府省が行う政策の実地調査を行い、課題を分析します。そして必
要があれば、制度や運営について「こういう問題があるからこのように見直してみてはどうです
か」といった改善方策を相手府省に伝えます。私が所属する企画課では、政策評価審議会の
運営のほか、行政評価局調査のテーマ選定に携わっています。調査のテーマやその方向性に
ついて上司と議論すると、自分の視野の狭さを痛感しますし、課題解決の道筋を考えた先で
は、「それは行政がやるべきことなのか」という壁にぶつかります。しかし、分野にとらわれること
なく、「目指す社会の在り方」について若手職員でも議論できる環境にとてもやりがいを感じて
います。周りの先輩職員の知恵を借りつつ、社会のために行政に何ができるのか、試行錯誤し
ながら、これからも業務に取り組んでいきます。

その日一日の流れをシミュ

レーションしながら通勤して

います。仕事の期限を整理して

優先順位を考えることも、社会

人になってから習慣化してき

ました。

8:20
登庁

行政官として、社会の動きに

アンテナを高く張るよう意識

しています。新聞やネット

ニュースに目を通し、評価局

関係の記事はもちろん、行政

上の課題を幅広にチェック

し、重要だと思われる記事は

局内に共有します。

8:30
情報収集

行政評価局調査の質の向上の

ため、毎年調査を実施してお

り、今年度は業者とともに海

外の政策評価制度を調査・研

究しています。具体的にどの

ようなことを調べてほしいの

か、一方でどのような調査な

ら可能なのか、互いの意見を

正確に伝えるために業者と打

ち合わせを重ねます。

10:30
業者との打ち合わせ

同期とランチ。普段は省内で

さくっと済ませることも多い

ですが、銀座や赤坂見附に出

かけてお気に入りのお店を開

拓するのも楽しみの一つで

す。

12:00
昼食

政策評価審議会の事務局とし

て、先生方へのレク準備や関係

者との調整、会議室の準備を行

います。会議が円滑に進むよう

に、当日までのスケジュールを

整理しつつ細かなところまで

配慮して念入りに準備します。

14:00
会議準備

議論の内容を公表するために、

会議が終わったら概要を作成

します。上司から助言をもらい

つつ、要点をおさえた簡潔な概

要を作成するように努めてい

ます。概要作成がひと段落した

ら、翌日の予定を確認して退庁

します。時間があれば学生時代

の友達と食事に行くことも。民

間の様々な業界の話を聞いて

刺激を受けます。

18:00
概要作成

このまちの暮らし、お任せください！

社会のために行政にできること

他県では徒歩通勤、電車通勤が

多い中、岐阜県庁へは車通勤で

す。最初は不安だった運転にも

今ではすっかり慣れ、車を乗り

こなせる社会人になりました。

岐阜の清らかな空気で頭を

すっきりさせ、本日も一日が始

まります。

車出勤

8:10

始業と同時に、市町村や県庁関

係課からの問合せに対応しま

す。特に県は、国の動向と市町

村からの生の情報が同時に入

るので、刻々と変わる状況に対

応していくことが重要です。必

要な情報を即座に手に入れ、業

務の見通しを立てます。

始業

8:30

条例を改正することも。本日

は、法律部門の担当課と改正内

容の協議です。何度も議論を重

ね、改正内容の検討を進めま

す。仕事のスピード・丁寧さが

相手との信頼関係に繋がるの

で、協議内容を迅速に反映さ

せ、仕事を進めます。

条例改正の協議

10:00

条例改正のためには、関係する

法律や条例、会議資料等も調べ

る必要があります。関係資料を

読み漁り、「その法律がどのよ

うな想いで作られたのか」を汲

み取り、条例の改正内容に落と

し込みます。条文の書き振りひ

とつにも気が抜けません！ 

情報収集

11:00

午後は瑞浪市にある地層研究

所で、私たちが担当する交付金

が用いられる事業の視察です。

研究所の成果や今後の展望を

熱く話す職員さんの姿を通し

て、交付金が現場で「生きてい

る」ことを実感します。現場の

課題を調査し、日々の業務に活

かします。

市町村視察

14:00

市町村課の若手が集まり、それ

ぞれの係の業務を勉強する「課

内勉強会」を月１ペースで実施

します。市町村課には県内市町

村からの派遣職員も多いので、

「県職員の目線・市町村職員の

目線」を同時に学ぶことができ

ます。

課内勉強会

17:00


